
■実施団体：特定非営利活動法人 ラオスのこども
■対象国・地域：ラオス国 ヴィエンチャン県 ムーン郡・サナカム郡 （8校）
■現地カウンターパート：教育スポーツ省一般教育局中等教育課、県教育ス

ポーツ局、郡教育スポーツ局、国立図書館

課題 中等学校における図書室利用及び図書活用が促進されず、
子どもたちの学習機会が限られている

成果
①教員による「図書を活用した授業」の実践：
本事業では、授業での図書活用を推進し、約60名の教員による
100回超の図書活用授業の実践が報告された。その結果、生徒が
教科書以外からも新しい情報に触れる学習環境を促進し、学習意
欲の向上が確認された。図書活用実践例は「事例集」としてまと
められ、教育関係者や各校の教員に配布された。
②図書の重要性に対する地域住民の理解獲得：
子どもたちによる学校図書室を通じた活動に、地域住民が関わる
機会を積極的に取り入れた。図書が子どもに与える影響をコミュ
ニティも理解し、地域に開かれた学校図書室運営に繋がった。
③図書室を活用した学校教育普及に向けた人材育成：
対象校へのフォローアップ活動等を通じて、県/郡スポーツ教育局
職員により図書を通じた教育改善の重要性が理解され、教員によ
る図書を活用した授業実践をサポートできる人材が育成された。

中等学校における学校図書室の役割拡充を通した教育改善事業
（2023年～2026年）

ラオス国の課題と成果

事業の波及効果

「図書」を活用した授業で学びの質向上を！

パートナー型

■団体のこれまでの取り組み：
1982年より、ラオスの子ども達の教育環境の向上のため、日本およびラ

オスで活動を展開。特に「読書推進」を通して子ども達が広く知識やスキル
を身につけ、自らの意思で将来を選択できることを目指す。これまでに延べ
約 3,000 の小中学校への図書配布、329 の小中学校や地域において図書室
整備、5,000 人以上の教員に対する図書室活用、 読書推進等の研修を実施
してきた。

■事業実施の背景：
ラオスでは、歴史的・地理的・民族的背景や口承文化の影響から教育環境

の整備が遅れ、子どもたちは文字に触れる機会が乏しく、学習の遅れが将来
への大きな障壁となっている。近年、世界では「21世紀型スキル」が提唱さ
れ、ラオスでも子どもたちが広く情報を収集選択し、「自ら考え行動する能
力を持つ」ことが目指される中、学校における図書室や図書資料の活用の重
要性が認知されてきた。しかしながら、中等学校における図書室設置率はわ
ずか15％程度に留まっており、子どもたちがより多くの情報や世界に触れ、
自らの将来を選択していける教育環境の整備が求められている。

■協力内容：
・生徒と教員が日常的に図書室を利用できる体制・環境の構築
・教員による図書を活用した授業の実施支援
・県内/郡内の学校図書室ネットワークの構築・促進
・図書室を活用した学校教育改善を県内で展開する体制構築支援

「地域学習」が生徒にもたらした新たな経験
本事業では、生徒が自分たちの地域の歴史や文化を調べ、成果物
（記録）を作成し、発表するという「地域学習」を実施。特に、
生徒同士によるグループ活動や大人へのインタビューというアク
ティブラーニングにおいて、子どもたちの学習意欲や関心を高め

たことが確認された。日本で重視
される授業改善の視点「主体的・
対話的で深い学び」の要素を含む
活動により、情報収集力や文章力、
考える力の醸成に繋がる学習方法
の質的改善に貢献した。


